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置分散分析を行った結果、 3 つのクラスターに分類することができた（クラスター 1 ：n＝80，クラ
スター 2 ：n＝58，クラスター 3 ：n＝23）。各クラスターの特徴を明らかにするため、クラスター間
の基本的属性、観戦理由、観戦行動の特徴、そしてラグビーとの関係について比較を行った。その結
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が特定の活動への参加を妨げる様々な要因のことを指し（Searle and Jackson, 1985）、人が知覚する
制約要因を、個人内（intrapersonal）、個人間（interpersonal）、構造的（structural）制約の 3 つに




覚していくと述べられており（Crawford et al., 1991）、最初に知覚する制約要因は個人内制約であり、
最もマネジメントが難しい要因であることが指摘されている（Alexandris and Carroll, 1997b）。一方
で、最後に知覚する要因である構造的制約は最もマネジメントしやすいと述べられている（Alexandris 
and Carroll, 1997b；Trail et al., 2008）。
　レジャー研究で検討の進んでいる制約要因の概念は、スポーツマーケティング研究においても援用
されており、複数の研究において検討が行われてきた。スポーツ観戦者を対象とした制約要因研究に
ついて言及をする必要性について、 2 つの理由が述べられている（Kim and Trail, 2010）。まず、個
人が特定の活動を「選択する」理由を理解するためであり、もうひとつは、観戦者の減少を抱えてい
るチームにとって観戦に対する制約要因を理解することこそが、スポーツマーケターにとって重要な


























































ぞれのクラスターにおける度数は、「クラスター 1 」が80、「クラスター 2 」が58、「クラスター 3 」
が23であり、全ての観戦制約要因において有意差がみられたことから、クラスターの解釈を行った（表















家族・友人がラグビー観戦に興味がない 2.44 1.60 1.04  23.233＊＊＊
一緒に観戦する人がいない 2.45 2.16 1.30   7.926＊＊
天候が悪い 3.73 2.29 1.00 119.912＊＊＊
自宅からスタジアムまで行くのに時間がかかる 3.29 2.00 1.00  70.199＊＊＊
試合にかかる費用（チケット代、交通費）が払えない 1.99 1.47 1.09  13.486＊＊＊
試合に関する情報が得られない 2.40 2.09 1.39   8.937＊＊＊
スタッフの対応が悪い 2.71 1.83 1.00  39.137＊＊＊
スタジアムの最寄り駅からスタジアムまで行くのに時間が
かかる 3.41 1.98 1.00  86.141
＊＊＊
トイレが汚い 2.86 1.88 1.00  83.841＊＊＊
トイレが混雑している 2.94 1.83 1.00  78.179＊＊＊
























　　男性 60.0 62.1 69.6
　　女性 40.0 37.9 30.4
年齢（単位：％）
　　20代以下 21.1 19.0  8.7
　　30代 13.2 10.3 17.4
　　40代 22.4 19.0 13.0
　　50代 30.3 24.1 43.5
　　60代以上 13.2 27.6 17.4
　　平均年齢（歳） 44.20歳 47.86歳 48.43歳
同伴者（複数回答 / 単位：％）
　　家族 49.4 43.1 52.2
　　友人（恋人等含む） 31.6 29.3 21.7
　　会社の同僚・関係者  5.1 15.5  4.3
　　ひとり 16.5 13.8 17.4
観戦希望者（単位：％）
　　自身 83.5 77.2 95.2
　　自身以外 16.5 22.8  4.8
チケット入手方法（単位：％）
　　購入 72.2 59.6 69.6
　　招待券 27.8 40.4 30.4
















　　有り 32.9 30.4 43.5
　　無し 67.1 69.6 56.5
現在ラグビーに関わる機会（指導者、選手、スタッフ等 / 単位：％）
　　有り 17.7 30.4 26.1
　　無し 82.3 69.6 73.9
ラグビーのファン度（単位：平均値「 5 段階のリッカートタイプ尺度」）  4.65  4.52  4.13
2015年ラグビーワールドカップ開催前のスタジアム観戦経験（単位：％）
　　有り 84.2 67.9 65.2
　　無し 15.8 32.1 34.8
トップリーグ試合のスタジアム観戦経験（過去 1 年間 / 単位：％）
　　有り 88.8 81.0 77.3
　　無し 11.3 19.0 22.7
観戦理由（単位：平均値「 5 段階のリッカートタイプ尺度」）
　　応援しているチームの成績が良いから  3.43  3.38  3.14
　　友人や家族に誘われたから  2.79  3.15  2.86
　　好きなチームを応援したいから  4.03  4.05  4.00
　　スケジュールの都合がよかったから  3.71  3.84  4.09
　　ラグビー観戦が好きだから  4.62  4.53  4.30
　　好きな選手を応援したいから  4.08  4.13  3.91
　　周囲で盛んに話題になっているから  2.37  2.58  2.91
　　チケットをもらったから  2.11  2.21  1.95
　　今日の対戦相手との試合が魅力的だから  4.45  4.46  4.50
　　レジャーとして楽しいから  4.07  4.02  3.86
　　スタジアムでのイベント・グルメ企画が楽しそうだから  2.52  2.93  3.14
ラグビーの情報入手経路（単位：％）
　　新聞（スポーツ紙含む） 35.4 27.6 26.1
　　テレビ・ラジオ 40.5 34.5 26.1
　　ラグビー雑誌 32.9 32.8 17.4
　　ポスター  8.9 10.3 8.7
　　ラグビー協会の公式ホームページ 54.4 65.5 60.9
　　ラグビー協会の公式SNS 37.2 39.7 21.7
　　ラグビー協会のメールマガジン 30.4 27.6 26.1
　　チラシ・パンフレットなどの配布物  8.9 10.3 13.0





において、平均値がクラスター 1 とクラスター 3 の間を示し、「ラグビートップリーグ試合の観戦制
約要因を中程度に感じている観戦者」と命名できる（表 1 参照）。性別は男性が62.1％、女性が37.9％
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